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Ⅰ 新しい学習評価の方向性と背景
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Ⅱ 観点別評価（３観点）の捉え方



Ⅰ 新しい学習評価の方向性と背景



新しい学習評価の方向性と背景～学習評価の基本的な方向性～

□生徒の学習改善につながるものにしていくこと

□教師の指導改善につながるものにしていくこと

□これまで慣行として行われてきたことでも、
必要性・妥当性が認められないものは見直すこと

□学期末や学年末などの事後評価だけでなく、評価の結果が
日常的に生徒の学習改善につながるように工夫すること

□学校及び教職員でPDCAサイクルにより、評価の結果を指導
に活かしていくこと

ガイダンス的機能 カウンセリング的機能



「評価の結果を次の指導に活かす」 PDCAサイクル

授業の準備段階に、身に付けさせたい力を明
確にして、指導計画や評価計画を作成する。

指導計画を踏まえた授業を実施する。

身に付けさせたい力が身に付いて
いるのかを評価する。

評価の結果を基に、授業や指導計画
等を改善する。

Plan

Do

Check

Action

評価の結果
を、次の指導
に生かす。

新しい学習評価の方向性と背景～カリキュラム・マネジメント～



新しい学習評価の方向性と背景～主体的・対話的で深い学び～



新しい学習評価の方向性と背景～主体的・対話的で深い学び～



――平成31年度 杉並区「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」結果
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授業中、ペアやグループで活動したり
話し合ったりする時間が多くある。



育成を目指す資質・能力新しい学習評価の方向性と背景～主体的・対話的で深い学び～





Ⅱ 観点別評価（３観点）の捉え方



全ての教科等の目標及び内容が、「知識及び技能」、「思考力、判断
力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」という資質・能力の三
つの柱で再整理

観点別学習状況の評価については、「知識・技能」、「思考・
判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理

評価の観点の整理

観点別評価（３観点）の捉え方



「主体的に学習に取り組む態度」

資質・能力の三つの柱の一つである「学びに向かう力、人間性等」について

「感性、思いやりなど」

観点別学習状況の評価を通じ
て見取ることができる。

観点別学習状況の評価
や評定にはなじまない。

新学習指導要領の趣旨を踏まえた評価の観点

観点別評価（３観点）の捉え方



4観点（国語のみ５観点）から3観点へと変化

平成20年度改訂

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に取
り組む態度

平成29年度改訂

観点別評価（３観点）の捉え方



4観点（国語のみ５観点）から3観点へと変化

平成20年度改訂

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に取
り組む態度

平成29年度改訂

観点別評価（３観点）の捉え方

事実的な知識
＋

知識・技能を実際に活用する

「生きて働く知識・技能」



4観点（国語のみ５観点）から3観点へと変化

平成20年度改訂

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に取
り組む態度

平成29年度改訂

観点別評価（３観点）の捉え方

知識・技能を活用して課題解決する

「未知の状況にも対応できる」



「知識・技能」について

各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得状況
について評価をするとともに、それらを既有の知識及び技能と関連
付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用でき
る程度に概念等を理解したり、技能を習得したりしているかを評価
する。

● ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、
知識の概念的な理解を問う問題をバランスよく出題して評価する。

● 各教科等の内容の特質に応じて、観察・実験をしたり、式やグラ
フで表現したりするなど実際に知識や技能を用いる場面を設けて
評価する。

観点別評価（３観点）の捉え方



「思考・判断・表現」について

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のた
めに必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けているかどうか
を評価する。

● ペーパーテストのみならず、論述やレポートの作成、発表、
グループでの話合い、作品の制作や表現等の多様な活動を
取り入れたり、それらを集めたポートフォリオを活用したりする
など評価方法を工夫する。

観点別評価（３観点）の捉え方



4観点（国語のみ５観点）から3観点へと変化

平成20年度改訂

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に取
り組む態度

平成29年度改訂

観点別評価（３観点）の捉え方



① 知識及び技能を獲得したり、思
考力、判断力、表現力等を身に付
けたりすることに向けた粘り強い
取組を行おうとしている側面

次の①と②の側面を評価することが
求められる。

② ①の粘り強い取組を行う中で、
自らの学習を調整しようとする側面

「主体的に学習に取り組む態度」について

観点別評価（３観点）の捉え方



「自らの学習を調整しようとする側面」とは

自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど
の意思的な側面

生徒が自らの理解の状況を振り返ることができる場面
自らの考えを記述したり話し合ったりする場面
他者との協働を通じて自らの考えを相対化する場面

学習の調整が知識及び技能の習得などに結び
付いていない場合には、教師が学習の進め方を適
切に指導することが求められる。

観点別評価（３観点）の捉え方



「自らの学習を調整しようとする」姿の例

ノートの記述から

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 数学】
（令和２年３月 国立教育政策研究所）より

学習の進め方について試行錯誤し、自らの学習を
調整しながら学ぼうとしている姿を見取る。

観点別評価（３観点）の捉え方



「主体的に学習に取り組む態度」について

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたり
するために、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤す
るなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意思的な
側面を評価する。

従前の「関心・意欲・態度」の観点において重視してき
た各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず、より
よく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価
するという考えに基づき、「主体的に学習に取り組む態度」
として改めて強調している。

観点別評価（３観点）の捉え方



Ａ ・・・ 「十分満足できる」状況と判断されるもの

観点別学習状況の評価

各教科の単元や題材などのまとまりごとの学習状況を、Ａ，Ｂ，Ｃの
３段階別に総括したもの

Ｂ ・・・ 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

Ｃ ・・・ 「努力を要する」状況と判断されるもの

必要な指導や支援を行わないまま、一方的に評価を
するようなことがないようにしなければならない。

観点別評価（３観点）の捉え方



観点別学習状況の評価の総括の例

観点
第１学期

〔単元１〕 〔単元２〕 〔単元３〕

知識・技能 Ａ Ｂ Ａ

思考・判断・表現 Ｂ Ｂ Ｂ

主体的に学習に
取り組む態度

Ａ Ｂ Ａ

第１学期末に
おける総括

Ａ
Ｂ

Ａ

単元や題材ごとの観点別学習状況の総括を行う方法について、
教師間で共通理解を図り、児童・生徒及び保護者に十分説明して
理解を得ることが大切である。

観点別評価（３観点）の捉え方



１から５の五段階で評価する。

評価から評定への総括（中学校）

５ ・・・ 「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と
判断されるもの

４ ・・・ 「十分満足できる」状況と判断されるもの

３ ・・・ 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

２ ・・・ 「努力を要する」状況と判断されるもの

１ ・・・ 「一層努力を要する」状況と判断されるもの

各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値

観点別評価（３観点）の捉え方



評価から評定への総括（中学校）

観点別評価（３観点）の捉え方



観点別学習状況の評価の総括の例

観点
第１学期

〔単元１〕 〔単元２〕 〔単元３〕

知識・技能 Ａ Ｂ Ａ

思考・判断・表現 Ｂ Ｂ Ｂ

主体的に学習に
取り組む態度

Ａ Ｂ Ａ

第１学期末に
おける総括

Ａ
Ｂ

Ａ

観点ごとの総括を評定へ総括する考え方や方法につ
いても、教師間で共通理解を図り、児童・生徒及び保護
者に十分説明して理解を得ることが大切である。

４
（中学校の場合）

観点別評価（３観点）の捉え方



ありがとうございました。

今後とも学校の教育活動にご理解とご支援を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。


